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園芸作物体のビタミンB＊に関する研究

第2報　倍数性による大根のビタミンB1含有量の変異，特に異器官に

　　　　於ける変異率について

飯島隆志＊

鮒学農師構だ噛三二G

　　　　　　　　　　　　　1緒　　　　　言

　本実験は，大根ξ）ビタミンB1含有量は倍数性により如何に変化するか，特にその変異

率は同一植物体内に於ては各器官共同雍を示すものであるか否かの点を明かにする目的

をもつて行ったものである。

　本実験施行にあたり御指導御記撞を謡い疫京大農学部園芸学教墾の諸先生方に深甚な

る謝意を表する。

　　　　　　　　　　　　　聾・実験材料及方法

　1．、材　　　　料

　信州大学農学部附属農場で出来得る限り同一條件にて栽培した，美濃早生及び宮町大

根の二倍体（211』8）と，コルヒチン処理による入為四倍体（％譜36）とを供し，実験

に供するに当って予め西出法α6）によ砂倍数性の確認を行つ疫。叉材料の選定には各々

生長中庸の揃つ潅竜のを選んだ。

　2∴方　　　　法

　ビタミンB1の分析法はバ齢ムチツト弓馬チオクロPム法の螢光分析（頭尾，藤原，

喜多村，1946）（20）に從V・総ビタミン至31を定量した。

分析箇所は地上部は葉身先端地下部は貯蔵根の中央音随採っ允。又各晶種の各倍数

休共各々に10個体乙供試した。

　同化量の測定はリーフ・パンチ法により，又水分含有量は常法に従って定量した。

　　　　　　　　　　　　　珊　実験結果及考察

大根葉部及び根部のビタミン8・含有量の比較成績は第一表の如くであった。鹿防i塗濃

早生，宮重両品種共，四倍体のビタミン職総含有量は，それらの水分含有量〔第三表〕

の変動を考慮に入れても二倍体に比して相当大である事が認められた。

　植物体の含有威分の倍数性による変異に間しての従来の報告に於ては，その増加を認

めているものと滅量を認めているものとの二面がある。

　帥ちCRA醗及びZILvA（2）（1931）及びGδTHuN（25）（1935）は華果に於て二倍体

より三倍体のものの方がビタミンCの含有量が大であると報告し，、K：OSTOFF及びAXA－

MITNAYA（8）（1935）は蕃茄の同質四倍体の原種に回し多量の窒素・蛋濤質を含む事を明

　＊信州大学農学部農揚
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第ユ表大根二倍体∫四倍体闇のビタミン81含有量の差異

鞭名…播種嘘緬：藤鴫淫婦塑B・塾根部B・　旨』 m鍵…纏

8．　9、　　9．＝L7

富重 ﾕ．咽．．剥礁　lll：藷隈

　　　備考湿生休重
かにし，RANDOLPH及びH：AND（28）（1938）は同質四倍体の玉蜀黍の黄色葉系統のカロ

チノイ’ド含量の増加を認め，叉岡（28）（ユ939）はi蕃茄の同質四倍植物に於て窒素，糖分，

有機酸等の増加を，BARR及びNEwcOMER（30）（1943）は甘藍の四倍体は二倍体よリ

ビタミン。及び糖分の増加を認めて幡。・

　野口，岡，大塚（24）（1940）は栽培煙草米国種のコルヒチン処理による同質四倍休で，

その葉に於て有機土分としては窒素，膚機酸，エーテル浸出物，樹脂等は染色体の増力1

と共に増加し，全糖分及び還元糖は反対に減少している事を認め，又無機成分の石次，

苦土，加里は増加し，硫黄及び燐酸は減少していると報告している。

　本実験でのビタミン81では増加を示しているのであるが，この原因の一端を生理的に

明がにしようと老え，同化量の比較及び水分含量の比較を行った結果が第二表及び第三

表である。

　邸ち何れも四倍体の方が二倍体よりも大の傾向がある。この事は倍数性に起因する物

質代謝の旺盛を物語るものではなかろうかと考えられ，璃の生成流転の大なる起因も推

測する事が出来る。

　　　　　　第2表大根二倍体，四侶休の同化量、
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　次にビタミン残含有量の増加牽を：更に講lllに検討して見ると，地L部と地下部に於て

著しV・i差のある事が認められる。

　帥ち一部に於ける増加が2q棲体はこ二倍体に対し，　LO5倍から1．25倍であるりに比し，

根部に於ては2．ユ2倍から2．41倍で葉部に比し約二倍の増加峯を示してv・る。この関係を

衷示し允のが第四表である。

　　　　　　第4表倍数性によるビタミン81含有量の変異牽に於ける大根義彗

　　　　　　　　　　部，根部聞のi差異
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　との原因の一端を邉求するためにビタミンB1濃度のT－R奪及び生体軍のT－R摩を

比較し・その蘭骨性を求めようとしたのが第五表及び第六表であ1る。

　勿論この地上部地下部間の増力日牽に差を生する理由に関レては㌃おφらゆる角廊坊

験討すべきであるが一資料として次の一面を老えて見た。

　邸ち生体重のT－R率を比較して見ると本分祈の拶賦材料は第五表の如く，四倍体の

方が二倍体より大である点が認められた。

　この現象は三極1郷士の華濃照倍大根の生産力試験に闘する報告（17）（11）（19）q♀4串・1949。

1950）申に於ても生育過程中の或時期により滋転を生する事悉認めて悟るが，，大体同様

な傾向が認められて居り，ためにBi生成容積の増加i率に比し，根部のB1蓄積容積のノJ・

による不均衡から生する現象ではなかろうかと推測する事も出来るQ
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第6表大根のT－R牽に於ける生体藁とビタミン璃濃度との関係
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　勿論B膿度のT－R率と生体重のT－R率が必然的に関聯性を有ずる力諏否かは今後同一

品種の同一倍数休に於て，より多くの実験結果を得なければ確たる結論を下す事は不可

能であるのでこの点に間しては今後の詳細な実験により明かドし度いと恩う。

　何れにせよ本実験により，倍数性による化学域分の変異は同一植物休内に於ても器官

の異りにより変異肇を：異にする場合が存在するの1例が認められたQ

頚【摘 要

　L　本実験は美濃早生及び宮重：大根の二品種を供し，それらの二倍休と入為四倍体と

の間のビタミン瓦含有量の変異，特にその変異率が圃一植物体内では各器官共局率で

あるや否やを明かにするために行った。

　2．　ビタミンB王含有量の縄墨量は地下部地．1＝＝部共に四倍体の方がエ倍体に比して大で

ある事が認められ．た。

　3．ビタミンB1含有量の四倍体の方が大である理由の～端を生理的に明かにするた

め，同化量及び水分含量の測定を行った結果何れも二二倍体より四倍休の方が大である傾

．向が認められ．：たQ

　4．地上部地下部間のB膿度の増掴傘に著しい差のある事を認め疫。帥ち倍数性によ

為植物体内の化学成分含有量の変異率は同一植物体内でもその器官の異りによ夢同峯で

な“場合が存在するのユ例が認められた。
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       Studies on Vitamin B* in Garden-Plant Tissues.

                                                     '            '            Pa:t II. Effect ef Polyploidy on Vitamin Bi

            Content of Radish, specially on the Rate of

            Variatlon of that in the Different Organs in
                       '            the Same Plant.

                                  By
                                                                -

                          Takashi IIJIMA*

                                                      '
  Tl[ie present paper deals witl2 studies on the vitamln Bi content betvkTeen

dipleid radishes (2n==l8> and artifieially induced tetraploid ones (2nnc36), the

varieties used being Mieeozvase and Mi.vas]zige.

                                                                 '  Vitamln Bi was analysed by Pei'mutit-Thiocxom method. (NISH!e,

,HUjlWARA, KITAMURA. 1946.)
  Power of assimil4bi:on was measured by Leaf.-?uiich method.

  The results were as follows. '                                                   '  1. [["he tetraploid radishes were superior in xritamln Bi content to the

dip!eid varietieS.

  2. The tetraploid radishes were superior in power of assiinilation and

water content to the diploid varieties.

 . 3. Concerning the rate of varia"cion o£ vitamin Bi conteAt in tlie different

organs in'the same radish plant by polyploidy, the ratio o'S that in the root

was ,remarkably !argaT than thae in the leaf.
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